
参
加
支
援
／

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
築
く

第
一
歩
と
し
て

前
号
で
も
取
り
上
げ
た
「
地
域
共
生
社

会
推
進
検
討
会
」
の
中
間
と
り
ま
と
め
で

は
、
今
後
、
「
一
人
ひ
と
り
の
生
が
尊
重

さ
れ
、
複
雑
・
多
様
な
問
題
を
抱
え
な
が

ら
も
、
社
会
と
の
多
様
な
関
わ
り
を
基
礎

と
し
て
自
律
的
な
生
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
機
能
の
強

化
」
が
求
め
ら
れ
る
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
支
援
（
社
会
と
の
つ
な
が

り
や
参
加
の
支
援
）
を
包
括
的
な
支
援
体

制
の
整
備
に
必
要
な
機
能
の
一
つ
と
し

て
、
「
本
人
・
世
帯
と
地
域
と
の
つ
な
が

り
や
関
係
性
の
構
築
を
中
心
に
考
え
、
場

合
に
よ
っ
て
は
地
域
や
参
加
の
機
会
を
作

る
主
体
（
例
え
ば
、
就
労
支
援
で
あ
れ

ば
、
地
域
の
中
小
企
業
な
ど
）
へ
の
支
援

も
行
っ
て
い
く
必
要
」
が
あ
り
、
「
孤
立

し
た
状
態
か
ら
社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
に
は
多
く
の
隔
た
り
が
存
在

し
て
い
る
た
め
、
ま
ず
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
築
く
第
一
歩
と
し
て
、
本
人
の
生
き

が
い
・
や
り
が
い
に
な
る
活
動
が
で
き
る

場
の
提
供
が
必
要
」
と
ま
と
め
て
い
ま

す
。

様
々
な
事
業
所
の
協
力
を
得
て

さ
て
長
野
県
で
は
、
２
０
１
５
年
（
平

成
27
年
）
か
ら
、
地
域
で
生
活
困
窮
や
社

会
的
孤
立
状
態
に
あ
る
方
々
を
独
自
に
支

援
す
る
事
業
と
し
て
「
信
州
あ
ん
し
ん

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
」
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
内
の
社
会
福
祉

法
人
で
構
成
す
る
社
会
福
祉
法
人
経
営
者

協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
機
関
（
「
ま
い
さ
ぽ
」
）
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
す
。

こ
こ
で
は
、
様
々
な
地
域
や
分
野
の
事
業

所
に
職
場
体
験
の
受
け
入
れ
を
お
願
い
し

な
が
ら
、
長
期
離
職
に
よ
り
就
業
へ
の
自

信
を
無
く
し
て
い
る
方
、
ひ
き
も
り
状
態

か
ら
抜
け
出
せ
ず
社
会
と
の
接
点
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
な
ど
に
、
本
人

の
主
体
的
な
関
わ
り
を
促
し
な
が
ら
社
会

と
の
つ
な
が
り
や
就
労
へ
の
意
欲
を
喚
起

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

取
材
を
通
じ
て

今
回
は
、こ
の
事
業
の
利
用
者
や
受
け
入

れ
事
業
所
の
取
材
を
通
じ
て
、参
加
の
機
会

を
作
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
確

認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特集　みんなで取り組む　地域共生・信州

社会とのつながりや参加の機会をつくる
〜「就職活動応援金付職場体験事業（プチバイト事業）」を通じた参加支援〜

4 月から 8月末までの利用状況
■プチバイト
件数　33　・金額 480,000 円
■就職支度金
件数　12　・金額 113,206 円

利用者の平均年齢
■プチバイト：39歳
■就職支度金：49歳

8月現在の受入登録事業所
■プチバイト　226事業所
製造業、建設業、運送業、小売業、
清掃業、サービス業、農業、社会
福祉施設、行政機関など

支援の流れ
意見書

調整

相談

登録 応援金給付

協力事業所
（福祉、製造、サービス業等）

一般就労等へ
ステップアップ

申
請
書
・
報
告
書

支
度
金
給
付

職場
体験

長野県社会福祉法人
経営者協議会 協賛金

“まいさぽ”
福祉事務所

長野県社会
福祉協議会

相談者
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取材先
【受け入れ企業】合同会社MI化成　様
【利用者】Hさん（23歳）、Mさん（19歳）姉妹

利用者のお話しから

就労体験をとおして
合同会社MI化成ではプラスチック部品の検品作業を行いました。

まいさぽとの出会い
1年前に上田に引っ越し、仕事を探していたところ他機関から
まいさぽを紹介されて繋がりました。
二人には発達障がいがあり、人と話すことが苦手だったので、
まずはまいさぽ上田で実施しているコミュニケーション講座
や自分磨き講座に参加しました。この講座はまいさぽ上田が
独自で実施しており、10人以下の少人数制で楽しみながら人
と関わる力を付けていくものです。「はじめは緊張しましたが
自分と似た境遇の方も多く、リラックスして参加することがで
きました」。

その後も就労準備支援事業を利用しながら就職に向けて準備
をしていましたが、生活費が必要となり、自らプチバイトの体験
を申し出ました。二人一緒に体験ができる所、一人で黙々と作
業ができる所を希望し、「合同会社MI化成」で実施することにな
りました。

今後について
Mさんはプチバイトをとおして就労を前向きに考えられるよう
になり、その後以前から興味のあった子ども関係の仕事にアル
バイトが決まり、2か月経った現在も週三日の勤務を続けてい
ます。「だんだん慣れてきたので、別の児童クラブでもバイトを
して掛け持ちできればと思っています」。
Hさんは就労準備支援事業を利用しながら自分にどういう仕事

が向いているのか、ゆっくり探し、少しずつ就労に向けて進んで
いきたいと考えています。
現在もまいさぽ上田で実施しているコミュケーション·トレーニ
ング講座（全20回：就労準備支援事業に位置付け）に参加して
いる二人。プチバイトでの経験が自信になり、今後について前
向きに考えられるようになりました。

まいさぽより
最初は二人の仲が良すぎて他の人と関わることを拒否している様子でしたが、様々な講座やプチバイトをとおして社交性が出てき
たと感じます。Mさんのアルバイト先にはプチバイト後二人で見学に行きましたが、すぐにやりたいと言ったMさんに対し、Hさんは
少し考えたいという反応でした。今まで何でも一緒だった二人ですが、自分の意志を持って物事を決められるようになったのはすご
い成長だと感じます。
何事もそうですが、失敗することは悪いことではなく、小さな失敗は大きなけがの予防だと考えています。失
敗しても構わない。ただ、失敗しても戻ってこれるところがあることが大切です。その中で少し
ずつステップアップしていければいいのではと思います。
お二人にとってまいさぽは「戻ってきてもいい安心できる場所」であり、その安心
感が次のステップに向けて背中を押してくれているのだと感じました。

【プチバイトのメリット】
プチバイトは終了後すぐにお金が振り込まれるので、本人のモチベーションに繋がる
ことがとても大きいと思います。また、期間が25時間までと決められているので、「終
わりが見えている」ということもハードルが低くて挑戦しやすいと思います。さらに一
日３，４時間の実施であれば昼食を挟まないため、お昼時の雑談が苦手な方にはありが
たいですね。

「以前接客業のアルバイトをしていたときは
覚えることが多く、自分には向いていないと
思いました。今回は作業内容が決まってい
たのですぐに慣れることができました」。
「今回二人一緒にプチバイトを行いました
が、一人では最後まで続けられなかったと
思います。途中で辞めずに続けられたこと
が自信になりました」。Hさん Mさん

「初日は緊張しましたが、職員の方が『わ
からなければ何でも聞いて』と言ってくだ
さったので聞きやすかったです。また、作業
場所を別室に用意してくださったり色々と
配慮していただき働きやすかったです」。
「プチバイトをとおして最初の頃より人見知
りをしなくなったと思います。まいさぽの職員
さんも気さくで話しやすいです」。

プチバイト取
材
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あ
ん
し
ん
未
来
創
造
事
業
と
し
て

地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
先
に
は
、
地

域
で
不
安
な
く
生
活
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
「
あ
ん
し
ん
未
来
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
や

分
野
な
ど
を
超
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き

る
こ
と
を
持
ち
寄
り
連
携
の
仕
組
み
を
創

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
プ

チ
バ
イ
ト
事
業
の
よ
う
に
、
多
く
の
機
関

や
分
野
の
方
が
参
画
し
な
が
ら
、
人
と
人

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
人
と
資
源
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
、
資
源
と
資
源
を
組
み
合
わ
せ
、

無
い
資
源
を
創
り
出
し
、
地
域
と
い
う
共

同
体
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
し
な
が

ら
、
提
供
で
き
る
者
が
提
供
で
き
る
も
の

を
提
供
し
合
う
サ
ポ
ー
テ
ィ
ブ
な
実
践
を

展
開
す
る
た
め
に
、
今
後
、
長
野
県
社
協

が
中
核
と
な
り
、
官
民
が
協
働
し
て
新
た

な
あ
ん
し
ん
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

受入れ企業のお話しから
出会いのきっかけ
もともと上田市内のB型事業所に
勤めていた職員で新たなB型事業
所を立ち上げようと独立。しかし土
地的に認可がおりず、現在は合同
会社として運営しています。プラ
スチック部品の成形、検品、出荷作
業と箱折り作業を行っています。
今までにプチバイトとして5名を
受入れました。従業員が8名という
小規模な事業所なので、人と関わ
ることが苦手な方でも働きやすい
よう意識しています。
プチバイトでは本人の特性に応じ
てプラスチック部品の検品か箱
折り作業を行っていただいていま
す。25時間という限られた時間の
中でできることを考えてお願いし
ています。HさんとMさんにはプ
ラスチック部品の検品作業を行っ
ていただきました。

受け入れてみて
二人一緒の受入れでしたので、向かい合わせに座ってもらい、お互いの作業が見
える形にしました。わからないところはしっかり確認してくれて、とてもよくやって
くれました。プチバイト開始前に家からどのくらいかかるのか下見もしていたよう
で、遅刻することもありませんでした。
今まで受け入れた方皆さんに共通することですが、皆さんとても責任感があり、
仕事に向かう姿勢は大変まじめだと感じました。中には途中で辞めてしまう方も
いますが、そのときは職員の中で、どう接したらよかったのか、もう少し何かできな
かったのかを話し合いました。
専門知識がない分関わり方に迷いはありますが、まいさぽとも共有しながら私た
ちも勉強させてもらっています。関わるときには、①責め立てる言い方はしない②
個人的なことを聞きすぎない③できたことを褒めていく④良さを認めていくこと
を意識しています。ただ、人それぞれ特性は違うのでその方に合わせて関わり方
を考えています。仕事を継続できるように企業側の工夫も大切だと思います。

今後の想い
みなさん仕事が嫌な訳ではなく、一歩踏み出すきっかけがなかったのだと思い
ます。仕事をしてお金を頂く喜びや仕事をとおして誰かの役に立つ嬉しさを、プ
チバイトをとおして感じてもらいたい。これからもそのお手伝いができればと思
います。

プチバイト取
材

【受け入れ先担当】小林 早苗さん

小林さん

MI化成外観
作業場の様子
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